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太
宰
治

「
待
つ
」
る左、
両岡

｜
｜
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
と
の
関
連
を
踏
ま
え
つ
つ
｜
｜

井

原

あ

や

は
じ
め
に

コ
ン
ト
「
待
つ
」
の
初
出
誌
は
長
い
間
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
創
作
年
表
」
の
「
昭
和
十
七
年
三
月
号
、

コ
ン
ト
、
京
都
帝
大

新
聞
六
枚
」
に
当
た
る
こ
と
を
「
ユ
リ
イ
カ
」
の
故
伊
達
得
夫
氏
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
伊
達
氏
は
当
時
、
同
新
聞
の
編
集
部
に
い
て

太
宰
に
原
稿
を
依
頼
し
書
い
て
も
ら
っ
た
が
、
「
待
つ
」
の
内
容
が
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
原
稿
を
返
し
た
と
、
伊
達
氏

か
ら
直
接
聞
い
た
o

（
津
島
美
知
子
『
増
補
改
訂
版

回
想
の
太
宰
治
」
人
文
書
院
、
平
9
・
8
）

こ
こ
で
津
島
美
知
子
の
言
う
「
三
月
号

コ
ン
ト

京
都
帝
大
新
聞

6
」
の
記
述
は
、
昭
和
「
十
四
年
頃
か
ら
原
稿
の
注
文
帳
と
な
り
、

執
筆
、
発
表
し
た
も
の
を
残
し
、
断
っ
た
も
の
、
掲
載
の
延
び
た
も
の
を
抹
消
」
（
前
掲
書
）
し
た
太
宰
の
「
創
作
年
表
L

（
第
一
O
次
筑
摩
書

房
版
『
太
宰
治
全
集

別
巻
」
平
4
・
4
）
、
「
昭
和
十
七
年
」
と
記
さ
れ
た
頁
に
確
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
記
述
の
上
に
は
抹
消

線
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
原
稿
を
返
」
さ
れ
た
、

つ
ま
り
返
却
さ
れ
、
雑
誌
・
新
聞
に
未
発
表
と
な
っ
た
し
る
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と

太
宰
治
「
待
つ
」
論

_L.  

ノ、



_L.  

ノ、

が
わ
か
る
。

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
し
て
わ
ず
か
五
枚
の
コ
ン
ト
で
あ
る
「
待
つ
」
は
、
戦
時
下
の
太
宰
の
姿
勢
を
一
不
す
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
「
京

都
帝
大
新
聞
」
か
ら
依
頼
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
返
却
さ
れ
た
と
い
う
特
殊
な
背
景
を
持
つ
た
め
、
こ

れ
ま
で
比
較
的
論
じ
ら
れ
る
機
会
の
多
い
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
の
大
半
は
、
「
少
女
が
待
っ
て
い
る
の
は
、

い
っ
た
い
誰
な
の
か
」
（
佐
古

純
一
郎
氏
『
太
宰
治
論
」
審
美
社
、
昭
お
－

U
）
と
い
う
問
い
の
も
と
に
、
答
え
を
見
つ
け
出
す
べ
く
「
待
つ
」
を
読
む
と
い
う
形
式
が
と
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
キ
リ
ス
ト
と
の
人
格
的
な
出
会
い
、
選
遁
」
（
前
掲
書
）
、
「
神
、
救
い
、
罰
、
死
：
・
と
軽
々
し
く
口
に
出
し
て
は
な
ら
ぬ
、

も
っ
と
深
い
、
何
か
」
（
奥
野
健
男
氏
「
解
説
」
『
定
本
太
宰
治
全
集

第
五
巻
」
筑
摩
書
房
、
昭
訂
・

7
）
、
「
暗
い
戦
争
の
終
結
」
（
別
所
直
樹

氏
「
太
宰
泊
の
言
葉
』
新
文
学
書
一
場
、
昭
4
・
9
）
、
「
新
し
い
道
徳
の
行
な
わ
れ
る
社
会
、
自
分
の
考
え
を
思
い
き
り
大
声
で
表
明
で
き
る
時

代
」
（
渡
部
芳
紀
氏
「
編
年
史
・
太
宰
治
〈
昭
和
十
七
年
〉
」
「
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
」
昭
必
・

1
）
、
「
こ
の
上
も
な
い
素
晴
ら
し
い
幸

福
」
（
柳
本
博
氏
「
太
宰
治
の
「
待
つ
」
も
の
」
「
独
協
中
学
校
・
高
等
学
校
研
究
紀
要
」
昭

ω
・
3
）
、
「
直
接
に
表
現
で
き
る
芸
術
」
（
千
葉
正

昭
氏
「
「
待
つ
」
論
｜
叙
法
・
実
相
・
時
代
｜
」
「
太
宰
治
研
究

第
八
巻
」
平
ロ
・

6
）
等
が
「
待
つ
」
も
の
の
答
え
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き

た

こ
の
よ
う
に
「
待
つ
」
も
の
の
具
体
的
な
答
え
を
論
じ
る
こ
と
が
、
従
来
本
作
品
に
言
及
さ
れ
た
論
の
主
流
を
占
め
て
お
り
、
「
待
つ
」
の
掲

載
予
定
誌
で
あ
っ
た
「
京
都
帝
大
新
聞
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
は
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
な
い
。
太
宰
に
と
っ
て
昭
和
一
五
年
八
月

の
部
の
「
岳
民
禁
禍
」
に
続
く
二
度
目
の
発
表
作
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
「
待
つ
L

を
、
「
時
局
に
ふ

五
日
号
に
組
ま
れ
た
「
鈎
夏
特
輯
」
「
山
」

さ
わ
し
く
な
い
」
と
返
却
し
た
「
京
都
帝
大
新
聞
」
の
、
そ
の
内
容
や
執
筆
者
な
ど
、
作
品
発
表
舞
台
の
当
時
の
状
況
を
見
直
す
こ
と
も
「
待

つ
」
を
読
む
上
で
必
要
な
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
ち
な
み
に
、
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
〈
講
談
社
、
昭
臼
・
日
〉
に
は
「
帝
国
大
学

新
聞
」

の
項
は
あ
る
が
、
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
の
項
は
な
い
0

）

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
来
「
待
つ
」
が
掲
載
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
（
「
京
都
帝
大
新
聞
」
の
正
式
名
称
。
以
後
、
本



稿
で
は
こ
の
名
称
に
統
一
す
る
。
）

の
昭
和
一
七
年
前
後
の
紙
面
状
況
と
、
「
時
局
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
判
断
さ
れ
、
掲
載
を
拒
否
さ
れ
た

作
品
「
待
つ
」
と
の
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
「
待
つ
」

一
篇
の
読
み
直
し
を
目
指
し
た
い
。

大
正
一
四
年
四
月
一
五
日
創
刊
の
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
は
、
創
刊
当
初
は
一
日
と
一
五
日
の
半
月
刊
、
そ
の
後
旬
刊
制
、
週
刊
制
に
移

行
し
、
最
後
に
は
月
二
回
、

五
日
と
二
O
日
に
一
部
五
銭
（
年
間
一
円
。
学
生
、
教
官
は
無
料
配
布
）

で
発
行
さ
れ
、
紙
面
は
昭
和
一
七
年
一

一
一
一
月
五
日
号
（
通
算
三
七
八
号
）

一
月
五
日
号
ま
で
は
全
四
面
、
以
降
は
用
紙
不
足
の
た
め
二
面
の
み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
用
紙
不
足
が
原
因
と
な
っ
て
一
九
年

で
終
刊
し
た
。

昭
和
一

0
年
代
に
入
っ
て
、
昭
和
八
年
五
月
に
起
き
た
滝
川
事
件
に
よ
り
編
集
員
の
退
部
と
新
聞
の
再
建
を
繰
り
返
し
て
き
た

「
京
都
帝
国

大
学
新
聞
」
も
、

一
般
紙
・
誌
が
「
日
支
事
変
以
後
は
「
挙
国
一
致
」
「
八
紘
二
子
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他
の

時
体
制
の
構
築
を
主
張
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
駆
り
立
て
ら
れ
」
た
の
と
同
様
に
、
「
紙
面
に
も
、
国
家
主
義
的
な
、
日
本
精
神
の
研
究
や
、
戦

一
方
で
は
従
軍
記
や
戦
場
写
真
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
に
表
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
」
。
そ

の
後
、
昭
和
一
六
年
八
月
五
日
号
（
三
三
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
緑
蔭
選
集
・
四
題
」
と
題
さ
れ
た
中
の
、
堀
川
直
義
（
署
名
は
堀
川
紫
均
）

に
よ
る
「
S
夫
人
行
状
記
」
な
ど
が
物
資
不
足
を
描
い
た
コ
ン
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
号
は
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
発
禁
処
分
の
責
任

を
取
る
た
め
、
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
編
集
兼
発
行
人
の
入
山
雄
一
が
辞
職
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
お
り
、
言
論
統
制
下
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
昭
和
一
六
年
一
一
一
月
以
降
に
は
、
学
徒

動
員
に
よ
り
編
集
員
も
減
少
し
、
「
待
つ
」
の
掲
載
が
予
定
さ
れ
て
い
た
一
七
年
に
は
二
、
三
人
の
編
集
員
で
編
集
作
業
を
行
な
い
な
が
ら
、
か

ろ
う
じ
て
刊
行
を
維
持
す
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
二
、
三
人
の
編
集
員
の
う
ち
の
一
人
が
、
本
稿
冒
頭
に
紹
介
し
た
津
島
美
知
子
文
に

太
宰
治
「
待
つ
」
論

ム

ノ、



名
前
が
出
た
伊
達
得
夫
、
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
六
四

予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
戦
時
下
の
言
論
統
制
を
受
け
て
き
た
新
聞
の
、
昭
和
一
七
年
三
月
五
日
号
（
三
四
四
号
）
に
、
太
宰
の
「
待
つ
」
は
掲
載
さ
れ
る

こ
こ
で
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
し
た
昭
和
一
六
年
二
一
月
八
日
以
降
か
ら
、
「
待
つ
」
掲
載
予
定
号
で
あ
っ
た
昭
和
一
七
年
三
月
五
日
号
ま
で

の
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
主
な
記
事
の
見
出
し
及
び
執
筆
者
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

昭
和
二
ハ
年
一
一
一
月
二
O
日
号

「
戦
争
と
科
学
徒
」

「
世
紀
の
決
戦
」

・
昭
和
一
七
年
一
月
二
O
日
号

特
輯
「
世
界
新
秩
序
の
構
想
」

「
世
界
新
秩
序
の
構
想
と
大
学
の
使
命
」

「
大
東
亜
戦
争
の
完
遂
と
大
家
の
論
理
」

・
昭
和
一
七
年
二
月
五
日
号

「
戦
時
と
平
時
」

特
輯
「
南
方
共
栄
圏
」

「
大
東
亜
戦
争
の
展
望

勝
敗
の
鍵
は
強
靭
な
る
生
活
力
」

「
華
僑
の
問
題

華
僑
対
策
論
」

「
大
東
亜
戦
争
と
南
方
資
源
基
本
的
な
問
題
と
の
連
関
」

本
学
理
学
部
教
授

本
学
文
学
部
教
授

本
学
文
学
部
教
授

本
学
経
済
学
部
教
授

本
学
経
済
学
部
教
授

本
学
経
済
学
部
教
授

本
学
経
済
学
部
教
授

本
学
経
済
学
部
教
授

駒
井
卓

原
陪
園

小
牧
実
繁

石
川
興

高
田
保
馬

谷
口
吉
彦

松
岡
孝
児

賂
川
虎



「
熱
帯
医
学
の
課
題

大
東
亜
建
設
に
於
け
る
問
題
性
」

本
学
医
学
部
教
授

鈴
木
憲
二

・
昭
和
一
七
年
三
月
五
日
号

「
戦
捷
第
一
次
祝
賀
会
祝
辞
」

総
長

羽
田
亨

特
輯
「
南
方
印
象
記
L

「
刺
刺
し
い
！
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
感
触
」

本
学
法
学
部
教
授

西
本
頴

「
古
き
町
、
パ
夕
、
ヴ
ィ
ア
」

本
学
文
学
部
教
授

西
田
直
二
郎

以
上
の
よ
う
な
記
事
が
、
こ
の
時
期
の
新
聞
を
飾
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

各
号
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
昭
和
一
六
年
一
一
一
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
を
契
機
と
し
た
「
大
東
亜
戦
争
L

を
受
け
て
、
同
年
一
一
一
月
三
O

日
号
の
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
は
、
右
に
挙
げ
た
随
筆
の
ほ
か
に
も
「
我
等
の
ベ
ン
を
剣
に
か
へ
て
、
逆
ま
く
太
平
洋
の
怒
涛
を
蹴
っ
て
聖

戦
に
起
つ
日
も
近
い
の
だ
」
と
「
学
園
に
う
づ
ま
く
感
激
」
を
伝
え
て
昭
和
一
六
年
を
総
括
し
て
い
る
。
こ
の
論
調
は
翌
一
七
年
を
迎
え
て
一

段
と
増
幅
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

一
七
年
に
な
っ
て
初
め
て
発
行
さ
れ
た
一
月
二
O
日
号
に
は
、
そ
の
前
年
に
「
研
究
室
の
一
一
を
蔽
く
」
と

題
し
て
毎
号
学
内
の
研
究
室
を
紹
介
し
て
い
た
連
載
記
事
が
、
「
戦
時
下
の
学
生
」
と
い
う
い
か
に
も
時
局
を
意
識
し
た
連
載
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
記
事
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
発
禁
処
分
を
受
け
な
が
ら
も
時
局
に
沿
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
残
ろ
う
と
す
る
編
集
員
た
ち
の

意
図
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
続
く
二
月
五
日
口
す
に
は
、
第
一
面
に
「
報
国
隊
二
度
日
の
出
動
し
と
い
う
学
徒
隊
員
の
防
空
演
習

の
写
真
を
飾
り
、
紙
面
全
四
頁
の
う
ち
、
二
頁
に
わ
た
っ
て
先
に
挙
げ
た
「
南
方
共
栄
圏
」
特
集
を
組
む
な
ど
戦
時
色
は
濃
く
な
る
一
方
で
あ

る
。
そ
し
て
「
待
つ
」
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
三
月
五
日
号
に
は
、
二
月
一
五
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
関
連
し
た
「
万
歳
の
声
響

き
渡
る

第
一
次
戦
勝
祝
賀
会
」
と
祝
賀
会
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
学
生
の
編
輯
は
、
何
も
世
間
一
般
の
職
業
雑
誌
の
編
輯
技
術
を
標
準
と
し
て
成
功
不
成
功
を
決
定
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
わ
け
は
無
い
。

太
宰
治
「
待
つ
」
論

一
六
五



一ムハムハ

学
生
は
編
輯
者
で
は
な
い
」
と
、
「
一
般
の
職
業
雑
誌
」
と
「
学
生
の
編
輯
」
す
る
雑
誌
の
違
い
を
言
う
の
は
「
諸
君
の
位
置
」
（
「
月
刊
文
化
学

院
」
昭
日
・

3
0
な
お
、
こ
の
部
分
は
初
版
本
『
信
天
翁
」
〈
昭
南
書
房
、
昭
げ
・
日
〉
な
ら
び
に
再
録
本
『
太
宰
治
随
想
集
」
〈
若
草
書
房
、

昭
お
・

3
〉
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
o
）
の
「
私
」
で
あ
る
が
、
連
日
「
大
東
亜
戦
争
」
の
戦
況
を
報
道
し
、
国
民
の
戦
争
へ
の
意
識
を
高
め
よ

う
と
し
た
一
般
の
新
聞
各
紙
と
同
様
の
路
線
を
歩
む
、
も
し
く
は
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
の
状
況
を
、
こ
れ
ら
の

記
事
か
ら
読
む
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
ま
で
は
京
大
教
授
と
い
う
、
謂
わ
ば
大
学
関
係
者
の
記
事
を
見
て
き
た
の
だ
が
、
太
宰
の
よ
う
な
大
学
に
関
係
の
無
い
文
学
者
の

同
紙
へ
の
寄
稿
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
待
つ
」
が
掲
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
昭
和
一
六
年
度
（
昭
日
・

4
－

m
1口・
3
・
5
）
に
発
行
さ
れ
た
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
に
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
号
に
丈
学
者
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
年
度
に
寄
稿
し
て
い
た
文
学
者
た
ち
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
な
お
、
新
聞
の
「
執
筆

者
紹
介
」
欄
及
び
掲
載
記
事
の
末
尾
に
筆
者
紹
介
が
あ
る
場
合
に
は
、
カ
ツ
コ
内
に
記
し
た
o
）

楠
田
敏
郎

「
雨
の
宇
治
」
（
昭
凶
・

4
－

m）

中
村
草
田
男
「
落
花
へ
高
く
」
（
昭
防
・

5
・
5

板
垣
直
子

「
出
版
イ
ン
フ
レ
と
文
学
の
反
省
」
（
昭
凶
・

6
・
5
）

森
三
樹
雄

「
立
夏
」
（
昭
日
・

6
・
5

前
川
佐
美
雄
「
初
夏
漫
吟
」
（
昭
日
・

6
－

m

寺
岡
峰
夫

「
文
学
の
苦
悶

批
評
に
つ
い
て
」
（
昭
日
・

7
・
5
0
「
丈
芸
批
評
家
」
と
記
載
）

楠
田
敏
郎

「
夏
の
京
都
風
物
」
（
昭
防
・

8
・
5



加
賀
歌
二

「
京
の
夏
」
（
昭
防
・

8
・
5
）

荻
原
井
泉
水
「
竹
林
｜
嵯
峨
に
て
十
句
」
（
昭
日
・

8
・
5
）

山
田
清
三
郎
「
満
州
文
学
の
現
在
と
将
来
」
（
昭
日
・

9
－

m）

伊
東
静
雄

井
上
靖

「
九
月
五
日
子
病
む
」
（
昭
国
・

9
－

m。
「
本
学
文
学
士
」
と
記
載
）

保
田
与
重
郎
「
日
本
文
学
の
将
来
」
（
昭
M
－

m
・
5
）

「
無
声
堂
」
（
昭
国
・

9
－

m。
「
大
阪
毎
日
新
聞
文
化
部
記
者
」
と
記
載
）

山
岸
外
史

高
橋
新
吉

一
二
木
清

川
田
順

「
日
本
文
学
の
将
来
」
（
昭
M
－

m
・
却
。
「
文
芸
批
評
家
」
と
記
載
）

「
電
車
」
（
昭

m－
H
・却）

「
青
年
と
宗
教
」
（
昭
防
・
ロ
・
加
。
「
評
論
家
」
と
記
載
）

「
太
平
洋
」
（
昭
口
・

l
・却）

白
井
喜
之
介
「
木
銃
の
う
た
」
（
昭
口
・

3
・
5
）

以
上
の
よ
う
な
鋒
々
た
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
太
宰
は
選
ば
れ
、
「
待
つ
」
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。

こ
の
一
覧
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
昭
和
一
七
年
の
二
篇
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
自
体
が
、
昭
和
一
七
年

濃
し
か
ら
一
段
と
戦
時
色
を
濃
く
し
て
い
っ
た
の
と
同
様
に
、
や
は
り
文
学
者
の
寄
稿
も
一
七
年
に
入
っ
て
か
ら
の
二
篇
の
方
が
戦
時
色
は
各
段
に

歌
人
の
川
田
順
は
「
太
平
洋
」
と
題
し
た
短
歌
五
首
の
中
に
、
「
英
吉
利
も
亜
米
利
加
も
や
が
て
滅
び
て
は
こ
の
わ
た
つ
み
の
抱
沫
の
如
き
の

み
」
「
太
平
洋
を
亜
細
亜
の
海
に
な
さ
む
と
ぞ
大
み
い
く
さ
は
西
に
南
に
」
と
い
っ
た
戦
争
協
力
の
歌
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
「
待
つ
」
が
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
一
一
一
月
五
日
号
に
は
、
詩
人
の
白
井
喜
之
介
が
以
下
の
詩
を
寄
稿
し
て
い
る
。
「
あ
か
つ
き
の
ひ
か
り
ゆ
れ
つ
つ
／
あ
か
つ

太
宰
治
「
待
つ
」
論

一
六
七



一
六
八

き
の
ひ
か
り
の
な
か
に
／
木
銃
執
り
兵
ら
件
ち
た
り
／
と
る
銃
の
肌
へ
つ
め
た
く
／
と
る
つ
、
の
は
だ
へ
親
し
き
／
は
ら
か
ら
い
く
さ
に
発
ち

て
／
と
る
銃
も
か
く
て
や
あ
ら
む
／
あ
か
つ
き
の
風
さ
む
け
れ
ど
／
し
ん
し
ん
と
通
ふ
も
の
あ
り
／
し
み
じ
み
と
ゆ
る
、
も
の
あ
り
／
あ
か
つ

き
の
ひ
か
り
ゆ
れ
つ
つ
／
あ
か
つ
き
の
ひ
か
り
の
な
か
に
／
白
き
鳩
む
れ
て
と
ぶ
み
ゆ
／
白
鳩
の
む
れ
と
ぶ
空
に
／
は
く
め
い
の
ひ
か
り
ゆ
れ

た
り
／
あ
か
つ
き
の
ひ
か
り
の
中
に
／
わ
れ
も
ま
た
銃
と
り
て
ゐ
て
／
は
ら
か
ら
の
い
く
さ
を
お
も
ふ
／
白
鳩
と
か
、
は
り
な
け
ど
／
あ
っ
き

も
の
胸
に
た
ぎ
り
ぬ
／
白
鳩
の
し
ろ
き
か
げ
ゆ
れ
／
あ
か
つ
き
の
ひ
か
り
た
ず
よ
ふ
／
あ
か
つ
き
の
ひ
か
り
の
中
に
／
兵
士
ら
は
つ
つ
を
構
へ

ぬ
／
い
ま
は
た
だ
／
ひ
た
す
ら
な
れ
と
つ
つ
を
構
へ
ぬ
」
と
い
う
、
「
木
銃
の
う
た
」
と
題
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
、
す
な
わ
ち
一

七
年
を
迎
え
て
学
生
の
「
大
東
亜
戦
争
」

へ
の
戦
意
高
揚
を
目
指
し
て
い
た
新
聞
の
中
に
、
戦
争
へ
の
協
力
を
表
す
わ
け
で
も
な
く
、
兵
士
の

姿
を
描
い
た
わ
け
で
も
な
い
、
「
大
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
、
何
だ
か
不
安
で
、
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
、
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
ふ
の
は
嘘
」
で

そ
れ
は
「
立
派
さ
う
な
口
実
」
か
も
し
れ
な
い
と
舷
く
「
待
つ
」
の
「
二
十
の
娘
」
の
声
は
、
到
底
入
れ
る
こ
と
は
出
来
そ
う
も
な
い
し
、
そ

の
作
品
の
ベ
ク
ト
ル
が
、
時
局
が
求
め
た
昭
和
一
七
年
掲
載
の
二
篇
と
は
全
く
正
反
対
の
方
向
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

当
時
の
メ
デ
ィ
ア
の
論
調
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
方
向
を
向
い
て
い
る
「
待
つ
」
。
し
か
る
に
本
作
品
は
、
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
編
集
部

か
ら
の
原
稿
の
返
却
を
待
た
ず
に
、
急
い
で
滑
り
込
ま
せ
る
よ
う
に
作
品
集
『
女
性
」
（
博
文
館
、
昭
口
・

6
）

の
中
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

る

II 

「
原
稿
の
返
却
を
待
た
ず
に
」
と
い
う
の
は
、

た
だ
い
ま
、
別
封
速
達
で
、
「
待
つ
」
と
い
ふ
新
原
稿
、
お
送
り
致
し
ま
し
た
。
五
枚
の
短
篇
で
す
が
、
あ
の
「
恥
」
と
い
ふ
作
品
の
次



に
（
つ
ま
り
、
「
恥
」
と
「
あ
と
が
き
」
の
間
に
。
）
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
。
最
後
の
、
し
め
く
く
り
に
適
し
た
作
品
だ
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、

ど
う
か
、
そ
の
や
う
に
、
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
（
中
略
）
こ
れ
は
京
大
の
新
聞
に
送
っ
た
の
で
す
が
、
間
に
合
は
ず
、
原
稿
の
コ
ピ
イ
を
送

っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
、
（
昭
和
口
・

2
・

m付
、
博
丈
館
出
版
部
石
光
明
保
宛
書
簡
、
傍
線
井
原
）

と
記
し
た
よ
う
な
背
景
が
、
作
品
集
『
女
性
」
に
収
録
さ
れ
る
「
待
つ
」
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
O
日
付
書
簡
の
後
に
も
、
「
先
日
お
送

り
し
た
「
待
つ
」
は
、
「
恥
」
の
次
に
組
み
い
れ
て
下
さ
い
ま
し
。
目
次
の
校
正
の
時
も
、
そ
の
や
う
に
直
し
て
置
い
て
下
さ
い
ま
し
。
」
（
昭
口
・

2
・
但
付
、
博
文
館
出
版
部
石
光
藻
宛
書
簡
）
と
い
う
書
簡
を
再
度
送
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
通
の
書
簡
か
ら
、
太
宰
が
「
待
つ
」
に
対
し

て
、
「
原
稿
の
コ
ピ
イ
」
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
ま
で
も
『
女
性
』
に
収
録
す
る
必
要
の
あ
る
、
「
し
め
く
く
り
に
適
し
た
作
品
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
待
つ
」
が
『
女
性
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
際
、
す
で
に
『
女
性
』
は
二
度
目
の
校
正
刷
り
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
段
階

で
あ
っ
た
。
二
度
目
の
校
正
刷
り
に
つ
い
て
記
し
た
書
簡
の
後
に
は
、
『
女
性
』
全
体
の
校
正
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
簡
は
な
い
。

つ
ま
り
作
品

集
『
女
性
』
は
二
度
の
校
正
を
経
て
、
校
了
の
段
階
、
す
な
わ
ち
完
成
に
近
い
段
階
ま
で
来
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
宰
は
こ
の
中
へ
強

引
に
「
待
つ
」
を
組
み
込
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

「
待
つ
」
を
収
録
す
る
『
女
性
』
は
、
本
来
八
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
た
作
品
集
で
あ
っ
た
。
所
謂
〈
女
性
独
自
体
小
説
〉
ば
か
り
を
収
録
し
た

」
の
作
品
集
の
内
容
は
、
収
録
順
に
並
べ
て
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
十
二
月
八
日
」
（
「
婦
人
公
論
」
昭
口
・

2
）

「
女
生
徒
」
（
「
文
学
界
」
昭
H
・
4

「
葉
桜
と
魔
笛
」
（
「
若
草
」
昭
H
・
6
）

太
宰
治
「
待
つ
」
論

一
六
九



七。

「
き
り
ぎ
り
す
」
（
「
新
潮
」
昭
日
・
日

「
燈
龍
」
（
「
若
草
」
昭
ロ
－

m

「
誰
も
知
ら
ぬ
」
（
「
若
草
」
昭
日
・

4

「
皮
膚
と
心
」
（
「
文
学
界
」
附
H
・
1

「
恥
」
（
「
婦
人
画
報
L

昭
口
・

l

「
待
つ
」
は
こ
の
八
篇
の
最
後
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
女
性
』
と
い
う
一
冊
の
作
品
集
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
昭
和
一
六
年
の
〈
一
一
一
月
八
日
〉
を
迎
え
た
主
婦
の
日
記
を
先
頭
に
配
置
し
た
作
品

集
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、
当
時
〈
反
戦
画
家
〉
と
し
て
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
官
憲
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
画
家
阿
部
合
成

が
「
女
性
」
の
装
臓
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
こ
で
画
家
阿
部
合
成
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
。

阿
部
合
成
は
太
宰
と
同
郷
の
青
森
県
出
身
で
あ
り
、
太
宰
と
は
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
。
阿
部
合
成
が
上
京
し
た
昭
和
一
一
一
年
か
ら
、

再
び
二
人
の
交
際
は
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ
は
一
八
年
に
合
成
が
召
集
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
合
成
が
こ
の
昭
和
一
一
一
年
に
二
科
展
に
出
品
し
、

特
選
と
な
っ
た
『
見
送
る
人
々
』
と
題
さ
れ
た
大
作
は
、
翌
二
二
年
に
は
中
南
米
巡
回
日
独
伊
三
国
美
術
展
出
品
へ
向
け
て
送
ら
れ
、

一
方
で

は
雑
誌
「
国
際
写
真
情
報
」
の
「
戦
争
画
特
集
号
」
に
お
い
て
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
国
際
写
真
情
報
」

に
掲
載
さ
れ
た
『
見
送
る
人
々
』
が
、
「
当
時
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
だ
っ
た
小
幡
酉
吉
の
眼
に
ふ
れ
、
両
作
（
井
原
注
・
合
成
の
「
見
送
る
人
々
」

と
向
井
潤
古
の
「
突
撃
』
の
一
－
作
）
と
も
反
戦
絵
画
で
は
な
い
か
」
と
日
本
政
府
に
連
絡
し
て
き
た
た
め
、
新
聞
に
も

7
聖
戦
の
認
識
H

を
誤

る
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
H
・
2
・
日
）
と
い
う
見
出
し
で
大
き
く
報
道
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
騒
動
以
後
、
合
成
は
昭
和
一
八
年
に
召
集

さ
れ
て
か
ら
も
〈
反
戦
画
家
〉
と
し
て
官
憲
に
マ
ー
ク
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
阿
部
合
成
君
に
は
、
私
か
ら
お
願
ひ
し
て
快
諾
を
得
ま
し
た
。
信
頼
で
き
る
人
で
す
か
ら
、
安
心
し
て
話
合
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
」
（
昭
U
－



1
・
幻
付
、
博
文
館
出
版
部
文
芸
課
石
光
謀
宛
書
簡
）
と
、
当
時
〈
反
戦
画
家
〉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
画
家
阿
部
合
成
を
、
太
宰
自
身
が
『
女

性
』
の
装
帳
担
当
に
推
薦
し
た
と
い
う
事
実
は
、
作
品
集
「
女
性
』

末
尾
に
置
か
れ
た
「
待
つ
」

の
持
つ
意
味
を
考
え
る
と
き
に
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
作
品
集
の

一
篇
の
立
つ
位
置
、
立
場
を
一
不
す
も
の
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
十
二
月
八
日
」
を
先
頭
に
置
き
、
〈
反
戦
画
家
〉
阿
部
合
成
を
装
頼
担
当
に
選
ん
だ
作
品
集
「
女
性
』

の
「
し
め
く
く
り
に
適
し
た
作
品
」

と
し
て
も
う
一
度
送
り
出
さ
れ
た
「
待
つ
」
は
、
戦
時
下
と
い
う
困
難
な
時
代
に
対
峠
す
る
も
の
と
し
て
「
女
性
』
に
配
置
さ
れ
た
作
品
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
昭
和
一
七
年
と
い
う
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
「
女
性
』
の
中
に
「
待
つ
」
を
編
み
直
す
意
味
と
は
、
そ
し
て
「
待
つ
」
の
持
つ

力
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

mu 

「
待
つ
」
は
冒
頭
か
ら
、
「
省
線
の
そ
の
小
さ
い
駅
に
、
私
は
毎
日
、
人
を
お
迎
へ
に
ま
ゐ
り
ま
す
。
誰
と
も
、
わ
か
ら
ぬ
人
を
迎
へ
に
」
と

い
う
相
反
す
る
言
葉
を
突
き
つ
け
る
。
「
お
迎
へ
に
ま
ゐ
」
る
と
い
う
行
動
は
、
迎
え
る
べ
き
人
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
行
動
で
あ
る
。
し
か
し

「
私
」
は
迎
え
る
べ
き
人
が
「
誰
と
も
、
わ
か
ら
ぬ
」
と
一
言
う
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
に
満
ち
た
行
動
を
す
る
「
私
」
が
冒
頭
で
伝
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
待
つ
」
は
「
私
」
と
い
う
一
人
称
形
式
の
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
出
来
事
を
叙
述
す
る
場
合
、
語
り
手
は
自
分
の
遠
近
法
に
基
づ
い
て
、
出
来
事
を
一
つ
の
全
体
と
し
て
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
限
り
な
く
無
数
に
存
在
す
る
情
報
の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
を
選
び
取
り
、
そ
こ
か
ら
一
つ
の
ま

と
ま
り
あ
る
全
体
（
物
語
）
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
選
択
と
省
略
は
、
全
て
の
叙
述
に
共
通
す
る
原
理
で
あ
る
。
（
前
田
彰
一
氏
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「
物
語
の
方
法
論
言
葉
と
語
り
の
意
味
論
的
考
察
｜
」
多
賀
出
版
、
平
8
・
2）

右
の
引
用
丈
が
一
不
す
よ
う
に
、
「
必
妻
と
思
わ
れ
る
部
分
だ
け
を
選
ぴ
取
」

っ
て
物
語
る
こ
と
が
〈
語
り
手
の
機
能
〉
な
ら
ば
「
私
」
は
何
を

「
選
択
」
し
て
こ
の
「
待
つ
」
を
物
語
る
の
か
。
「
私
」
は
敢
え
て
矛
盾
に
満
ち
た
言
葉
を
選
び
取
っ
て
私
た
ち
に
突
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
引
用
し
た
冒
頭
部
分
か
ら
「
私
」
が
「
お
迎
へ
」
す
る
人
が
、

」
体
誰
で
あ
る
の
か
、

「
誰
と
も
、
わ
か
ら
ぬ
人
」
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を

H
的
に
「
待
つ
」
を
読
も
う
と
す
る
姿
勢
が
、

つ
ま
り
従
来
の
「
待
つ
」
も
の
の
具
体
的
な

答
え
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

迎
え
に
行
く
の
は
誰
か
わ
か
ら
ず
と
も
、
と
り
あ
え
ず
「
人
」
に
は
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
「
私
」
は
「
い
っ
た
い
私
は
、

毎
日
こ
こ
に
坐
っ
て
、
誰
を
待
っ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
。
ど
ん
な
人
を
？
い
い
え
、
私
の
待
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
人
間
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
L

と
話
し
出
す
。
駅
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
「
私
」

の
視
線
の
先
に
は
、
改
札
口
を
出
た
「
人
」
の
姿
が
確
か
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
私
L

は
「
人
間
で
な
い
」
と
い
う
答
え
を
導
き
出
し
、
そ
の
答
え
さ
え
も
「
か
も
知
れ
な
い
」
と
覚
束
な
い
様
子
を
見
せ

る
。
以
下
、
「
私
」
は
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
白
分
の
「
待
つ
」
も
の
の
正
体
を
、
話
し
続
け
る
こ
と
で
見
つ
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
「
人
間
で
な
い
」
と
否
定
し
た
「
私
」
で
あ
っ
た
が
、
再
び
、
「
ど
な
た
か
、
ひ
ょ
い
と
現
れ
た
ら
！
と
い
ふ
期
待
と
、
あ
あ
、

現
は
れ
た
ら
困
る
、
ど
う
し
よ
う
と
い
ふ
恐
怖
と
、

で
も
現
は
れ
た
時
に
は
仕
方
が
無
い
、
そ
の
人
に
私
の
い
の
ち
を
差
し
上
げ
よ
う
・
：
」
と
、

「
待
つ
」
も
の
は
「
ど
な
た
」
「
そ
の
人
」
と
い
う
「
人
間
」
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
待
つ
」
も
の
が
「
人
間
」
で
あ
る
と
い
う
地

点
ま
で
は
辿
り
着
い
た
が
、
そ
の
先
に
一
不
さ
れ
る
べ
き
「
待
つ
」
「
人
間
」
と
は
誰
な
の
か
、
そ
の
答
え
が
二
向
に
見
出
せ
な
い
「
私
」
は
物
語

の
後
半
に
入
っ
て
、
自
分
自
身
に
三
度
問
い
直
し
て
い
る
。

あ
あ
、
私
は
一
体
、
何
を
待
っ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
。



一
体
、
私
は
、
誰
を
待
っ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。

そ
れ
で
は
一
体
、
私
は
誰
を
待
っ
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。

よ
く
似
た
疑
問
文
だ
が
、
「
私
」
は
こ
の
中
で
「
待
つ
」
も
の
に
対
し
て
「
何
を
」
と
「
誰
を
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。
「
私
」
は
物
語
の
後

半
に
至
っ
て
自
ら
に
問
う
時
で
さ
え
、
「
何
を
」
な
の
か
「
誰
を
」
な
の
か
決
め
兼
ね
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
揺
ら
い
だ
状
態
を
一

貫
し
て
取
り
続
け
る
「
私
」
か
ら
、
「
待
つ
」
も
の
の
具
体
的
な
答
え
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
身
が
問
、
つ
対
象
物
さ

え
も
わ
か
ら
ず
、
自
問
自
答
し
て
答
え
が
出
た
と
し
て
も
次
か
ら
次
へ
と
否
定
し
続
け
る
先
に
あ
る
も
の
は
、
鈴
木
雄
史
氏
が
、
「
「
私
」
が
待
つ

て
い
る
の
は
誰
か
と
い
う
問
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
明
快
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
中
で
は
明
確
に
示
さ
れ
て

つ
ま
り
待
つ
対
象
は
空
白
な
の
で
あ
る
。
」
（
「
太
宰
治
「
待
つ
」
の
表
現
作
用
」
「
論
樹
」
昭
臼
・

9
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
〈
空

い
な
い
、
と
。

白
〉
な
の
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
こ
の
〈
空
白
〉
を
、
「
読
者
行
為
」
に
関
連
さ
せ
て
い
る
が
、
私
は
〈
空
白
〉
自
体
を
「
待
つ
」
の
内
容
に
即
し

て
読
ん
で
み
る
。
私
は
、
「
は
じ
め
に
L

で
紹
介
し
た
よ
う
な
先
行
研
究
が
目
指
し
て
い
た
「
待
つ
」
も
の
の
具
体
的
な
答
え
を
作
品
「
待
つ
」

の
中
か
ら
見
出
す
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
〈
空
白
〉
と
、
〈
空
白
〉
を
敢
え
て
物
語
る
「
私
」
に
注
目
し
た
い
。

事
実
、
「
私
」
は
こ
う
言
っ
て
い
た
。
「
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
は
何
も
無
い
。
た
だ
、
も
や
も
や
し
て
ゐ
る
」
と
。
「
待
つ
」
を
読
む
上
で

こ
れ
ま
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
、
「
私
」
の
「
待
つ
L

も
の
の
具
体
的
な
答
え
、
言
い
か
え
れ
ば
「
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
」
に
つ
い
て
、
「
私
」

は
「
何
も
無
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
具
体
的
な
答
え
（
「
は
っ
き
り
し
た
形
の
も
の
」
）
を
見
出
せ
ず
「
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
」

と
肱
く
し
か
な
い
「
私
」
が
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
、
先
の
前
田
氏
の
論
を
も
う
一
度
確
認
し
て
考
え
直
す
と
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
私
」
は
「
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
」
（
〈
空
白
〉
）

と
し
か
一
言
え
な
い
こ
と
を
敢
え
て
「
選
択
」
し
て
物
語
ろ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
び
上
が
る
。
「
私
」
に
答
え
の
出
な
い

〈
空
白
〉
を
生
み
出
さ
せ
た
も
の
と
は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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四

け
れ
ど
も
、

い
よ
い
よ
大
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
、
周
囲
が
ひ
ど
く
緊
張
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
て
か
ら
は
、
私
だ
け
が
家
で
毎
日
ぼ
ん
や
り

し
て
ゐ
る
の
が
大
変
わ
る
い
事
の
や
う
な
気
が
し
て
来
て
、
何
だ
か
不
安
で
、
ち
っ
と
も
落
ち
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
（
中
略
）
私
は
、

私
の
今
ま
で
の
生
活
に
、
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
私
」
に
と
っ
て
の
家
は
、
「
母
と
二
人
き
り
で
黙
っ
て
縫
物
」
が
出
来
て
、
そ
し
て
「
一
ば
ん
楽
な
気
持
」
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
安
定
し

た
場
所
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
「
今
ま
で
の
生
活
に
、
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
言
う
「
私
」
の
「
今
ま
で
の
生
活
」
と
は
、
こ
の

「
一
ば
ん
楽
な
気
持
」
に
な
れ
た
、
安
定
し
た
場
所
で
あ
っ
た
家
で
の
生
活
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
今
ま
で
の
生
活
に
、
自
信
を
失
つ
」
た

と
言
う
「
私
」
は
、
自
信
だ
け
で
な
く
、
「
黙
っ
て
坐
っ
て
居
ら
れ
な
い
」
と
、
「
今
ま
で
の
生
活
」
自
体
も
、

つ
ま
り
家
と
い
う
安
定
し
た
場

所
さ
え
も
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
自
信
と
場
所
の
両
方
を
失
っ
た
「
私
」
は
、
自
分
を
安
定
し
た
場
所
か
ら
追
い
立
て
た
も
の
は
「
大

戦
争
」
で
あ
る
と
言
い
、
先
に
挙
げ
た
部
分
以
外
で
も
「
私
」
は
「
大
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
」
か
ら
自
分
の
中
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
自
覚

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
大
戦
争
」
が
安
定
し
た
場
所
を
奪
っ
た
と
い
う
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
明
確
な
答
え
の
出
な
い
、
「
な
ん
だ

か
、
わ
か
ら
な
い
」
〈
空
白
〉
を
求
め
る
「
私
」
の
物
語
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。

「
大
戦
争
」
に
よ
っ
て
安
定
し
た
場
所
を
失
っ
た
「
私
」
と
は
、
そ
の
「
大
戦
争
」
と
い
う
一
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
否
応
な
く
不
安
定
な
時
代

に
放
り
込
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
ん
な
「
私
」
が
「
大
戦
争
」
の
も
と
で
空
回
り
す
る
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
、
「
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
」

と
し
か
言
え
な
い
〈
空
白
〉
を
そ
れ
で
も
な
お
「
選
択
」
し
て
物
語
る
の
は
、
「
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
」
〈
空
白
〉
が
「
私
」
に
と
っ
て
戦

時
下
と
い
う
不
安
定
な
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
だ
か
ら
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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〈
空
白
〉
を
語
る
「
私
」
は
明
確
な
答
え
が
出
な
い
だ
け
に
、
「
か
も
知
れ
な
い
」
や
「
や
う
な
気
も
す
る
」
と
い
う
一
言
葉
を
使
い
、
覚
束
な

い
様
子
を
見
せ
る
。
そ
う
し
た
ど
こ
か
不
安
げ
な
「
私
」
が
揺
る
ぎ
な
く
使
い
続
け
る
「
待
っ
て
ゐ
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
ろ
う
。
「
私
」
は
〈
空
白
〉
し
か
な
い
不
安
定
な
戦
時
下
に
、
「
け
れ
ど
も
私
は
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
を
待
っ
て
ゐ
る
の
で
す
」
「
け
れ
ど
も
、

私
は
待
っ
て
ゐ
る
」
「
け
れ
ど
も
私
は
待
っ
て
ゐ
る
の
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
待
つ
」
こ
と
を
や
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
振
り
返
っ
て
考
え

て
み
る
と
、
「
私
」
は
こ
う
言
っ
て
い
た
。

い
っ
た
い
私
は
、
毎
日
こ
こ
に
坐
っ
て
、
誰
を
待
っ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
。

こ
こ
に
、
か
う
し
て
坐
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
し
た
顔
を
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
・
：
。
（
傍
線
井
原
）

傍
線
で
示
し
た
「
こ
こ
」
と
い
う
指
示
代
名
詞
に
注
目
し
た
い
。
「
こ
こ
」
と
は
「
話
し
手
の
現
に
い
る
場
所
」
（
「
大
辞
林

第
二
版
』
三
省

堂
、
平
7
・
1
）
を
指
し
示
し
て
い
る
。
「
私
」
は
「
こ
こ
」
、
す
な
わ
ち
駅
の
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
、
今
「
待
っ
て
ゐ
る
」
状
態
を
示
し
な
が

ら
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
待
つ
」
と
い
う
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
め
て
確
認
す
る
か
の
如
く
、
「
私
」
は
「
こ
こ
に
、
か
う
し
て
」
と

話
す
。
こ
う
し
た
「
私
」
の
態
度
は
「
大
戦
争
」
と
い
う
時
代
状
況
が
示
す
も
の
と
は
全
く
別
の
方
向
を
向
い
て
い
る
。

「
国
民
一
致
し
て
決
死
奉
公
せ
ん
」
「
一
億
固
に
殉
じ
仇
敵
撃
滅
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
日
・
ロ
・

9
）
、
「
必
勝
の
一
億
進
軍
」
（
「
東
京
朝

日
新
聞
」
昭

m－
u
・
1
）
と
、
当
時
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
う
し
た
言
葉
に
表
さ
れ
た
、
国
民
一
丸
と
な
っ
た
「
大
戦
争
」

へ
の
自

覚
と
行
動
と
、
国
民
の
一
人
で
あ
る
は
ず
の
「
私
」
の
態
度
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
現
に
、
「
私
」
は
「
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
、
お

役
に
立
ち
た
い
と
い
ふ
の
は
嘘
」
と
、
愛
国
心
溢
れ
る
「
二
十
の
娘
」
に
な
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
彼
女
は
、
「
私
は
、
人
間
を
き

太
宰
治
「
待
つ
」
論

七
五
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七
六

ら
ひ
で
す
」
と
世
間
の
あ
り
き
た
り
の
人
間
と
自
分
と
の
違
い
を
話
し
て
い
た
。
「
当
ら
ず
さ
は
ら
ず
の
お
世
辞
や
ら
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
嘘
の

感
想
」
ば
か
り
の
世
間
も
、
人
々
も
、
「
私
L

は
「
大
戦
争
」
が
始
ま
る
前
か
ら
嫌
悪
す
べ
き
存
在
と
し
て
距
離
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
距
離
感
は
、
「
大
戦
争
」
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
「
私
」
の
中
に
あ
る
。
「
眼
前
の
、
人
の
往
来
の
有
様
も
、
望
遠
鏡
を
逆
に

覗
い
た
み
た
い
に
、
小
さ
く
遠
く
思
は
れ
て
、
世
界
が
シ
ン
と
な
っ
て
し
ま
ふ
」
と
、
改
札
口
を
出
て
、
彼
女
の
眼
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
人
々

と
彼
女
の
聞
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
私
」
は
国
民
が
一
丸
と
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
「
大
戦
争
」
の
も
と
で
も
、

一
丸
と
な
る
べ
く
人
々
の
聞
に
入
り
交
ろ
う

と
は
し
な
い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
国
民
と
距
離
を
置
い
た
自
分
の
行
動
に
対
し
て
、
「
な
ん
だ
か
頼
り
な
い
気
持
」
に
な
る
と
感
じ
な
が
ら
も
、

「
私
し
は
決
し
て
「
こ
こ
」
に
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
待
つ
」
こ
と
を
や
め
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

私
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
ま
せ
。
毎
日
、
毎
日
、
駅
へ
お
迎
へ
に
行
つ
て
は
、
む
な
し
く
家
へ
帰
っ
て
来
る
一
一
十
の
娘
を
笑
は
ず
に
、

ど
う
か
覚
え
て
置
い
て
下
さ
い
ま
せ
。
そ
の
小
さ
い
駅
の
名
は
、
わ
ざ
と
お
教
へ
申
し
ま
せ
ん
。
お
教
へ
せ
ず
と
も
、
あ
な
た
は
、

しミ

つ

か
私
を
見
掛
け
る
の

「
待
つ
」
こ
と
を
や
め
な
い
「
私
」
は
、
最
後
に
自
信
を
持
っ
て
決
意
表
明
の
如
く
、
右
の
こ
と
ば
を
「
あ
な
た
」
に
伝
え
る
。
「
私
」
は
、

こ
の
物
語
が
終
わ
っ
た
後
も
、

や
は
り
時
流
に
乗
る
こ
と
な
く
「
毎
日
、
毎
日
」
待
ち
続
け
る
「
二
十
の
娘
」

の
ま
ま
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
証
拠
に
、
「
い
つ
か
私
を
見
掛
け
る
」
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
、
従
来
「
待
つ
」
を
読
む
上
で
大
前
提
と
さ
れ
た
彼
女
の
「
待
つ
」
も
の
が
何
な
の
か
、
そ
れ
を
具
体
的
に
探
し
出
そ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
「
大
戦
争
」

の
時
代
の
日
ハ
山
中
に
、
敢
え
て
そ
の
「
大
戦
争
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
な
ん
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
」
〈
空
白
〉
の
不
安

定
さ
を
物
語
り
、
先
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
確
認
し
た
フ
レ
ー
ズ
を
持
っ
た
時
流
ゃ
、
そ
の
時
流
に
乗
る
こ
と
が
良
し
と
さ
れ
た
当
時
の
国



民
の
あ
る
べ
き
姿
と
決
別
し
、
頑
な
に
「
待
っ
て
ゐ
る
」
と
言
い
続
け
る
彼
女
の
姿
を
作
品
「
待
つ
」
の
中
か
ら
見
つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
彼
女
の
姿
こ
そ
が
、
作
品
「
待
つ
」
の
放
ち
続
け
る
力
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

太
宰
は
戦
時
下
に
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
二
十
の
娘
L

に
「
待
つ
」
と
い
う
決
意
表
明
を
さ
せ
た
、
戦
時
下
の
作
家
太

宰
治
の
姿
に
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

T注

太
宰
は
こ
の
号
の
「
執
筆
者
紹
介
」
欄
で
「
作
家
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
「
鈎
夏
特
輯
」
「
海
」
の
部
に
「
我
が
ふ
る
さ
と

l
佐
渡
の
風
景
」

を
寄
せ
た
青
野
季
吉
は
「
評
論
家
」
と
、
「
川
」
の
部
に
「
海
道
一
の
難
所
大
井
川
と
妖
艶
島
田
宮
の
由
来
」
を
寄
稿
し
た
和
旧
篤
憲
は
「
本
学
経
済

学
士
L

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
終
刊
後
、
昭
和
一
九
年
七
月
か
ら
一
一
一
年
三
月
ま
で
「
大
学
新
聞
」
の
関
西
支
社
と
し
て
新
聞
を
発
行
し
、
そ
の
後
名
称
を

「
学
園
新
聞
」
「
京
都
大
学
新
聞
」
と
変
更
し
て
い
る
。
（
「
復
刻
版
京
都
大
学
新
聞
第
一
巻
」
京
都
大
学
新
聞
社
、
昭
必
・

2
）

昭
和
八
年
五
月
、
斎
藤
首
相
は
京
都
帝
聞
大
学
法
学
部
教
授
滝
川
幸
辰
を
「
赤
化
教
授
」
と
見
倣
し
休
職
処
分
を
発
令
し
た
。
こ
の
措
置
は
「
大
学
の

自
治
の
慣
行
を
否
定
す
る
も
の
で
、
京
大
法
学
部
教
官
一
同
は
連
挟
辞
職
で
抗
争
し
、
学
生
も
組
織
的
に
抗
議
運
動
を
展
開
し
、
東
大
そ
の
他
に
も
運

動
を
波
及
さ
せ
た
が
、
つ
い
に
滝
川
の
復
職
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
京
大
法
学
部
の
教
官
は
七
月
二
十
二
日
、
辞
任
組
と
残
留
組
に
分
裂
し
、

抗
議
運
動
は
敗
北
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
満
州
事
変
後
の
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
進
行
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
知
識
人
の
組
織
的
抵
抗

の
最
後
の
事
例
と
な
っ
た
。
」
（
『
昭
和
ニ
ュ
ー
ス
事
典
」
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
平
3
・
6
）

昭
和
八
年
五
月
の
滝
川
事
件
の
結
果
に
異
を
唱
え
た
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
編
集
員
は
総
辞
職
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
一
O
年
五
月
に
も
滝
川
事
件

二
周
年
記
念
講
演
会
の
記
事
の
掲
載
禁
止
を
不
満
と
し
た
編
集
員
七
人
が
退
部
し
て
い
る
。

「
復
刻
版
京
都
大
学
新
聞
第
二
巻
」
（
京
都
大
学
新
聞
社
、
昭
必

7
）

「
戦
時
下
の
学
生
」
と
は
各
国
の
学
生
の
姿
を
書
い
た
連
載
で
あ
り
、
第
一
回
に
イ
ン
ド
、
第
二
回
に
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
第
三
回
に
満
州
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

作
品
集
「
女
性
」
と
画
家
阿
部
合
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
作
品
集
『
女
性
」
の
誕
生
太
宰
治
〈
女
性
独
白
体
小
説
〉
に
関
す
る
一
考
会
一
T
l」
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（
「
相
模
国
文
」
初
、
平
日
・

3
に
掲
載
予
定
）
を
ご
参
照
頂
き
た
い
。

（8
）
東
郷
克
美
氏
・
渡
部
芳
紀
氏
編
『
作
品
論
太
宰
治
』
「
年
譜
」
（
双
文
社
、
平
ロ
・
ロ
、
第
三
版
）

（9
）
針
生
一
郎
氏
編
『
阿
部
合
成
」
（
一
一
一
彩
社
、
昭
日
・

7
）

※
本
文
の
引
用
は
「
京
都
帝
凶
大
学
新
聞
」
掲
載
記
事
に
関
し
て
は
「
復
刻
版

は
第
一
－
次
筑
摩
書
一
房
版
『
太
宰
治
全
集
』
に
拠
っ
た
。

京
都
大
学
新
聞

七
人

第
二
巻
」
（
京
都
大
学
新
聞
社
、
昭
弘
・

7
）
を
、
そ
の
他


